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第２学年 道徳科学習指導案 

平成３０年１０月３１日（水）第５校時 

 

 

１ 主題名     あやまるときはゆう気がいるね 内容項目【Ａ善悪の判断、自律、自由と責任】 

  

２ ねらい     主人公に自分を重ねて考え、話し合うことを通して、人としてしてはいけないことを理

解し、よいと思うことを進んでするという判断力を育てる。 

 

 教材名     「七色のクジャク」（出典：「彩の国の道徳」（低学年）『きょうもげんきに』） 

 

３ 主題設定の理由 

（１） ねらいや指導内容について 

小学校第１学年及び第２学年の指導の観点は、「よいことと悪いこととの区別をし、よいと思うこ

とを進んで行うこと」である。これは、中学年の「正しいと判断したことは、自信をもって行うこと」

とつながり、高学年へ「自由を大切にし、自律的に判断し、責任のある行動をすること」へと発展す

る。さらに、中学校では「自律の精神を重んじ、自主的に考え、判断し、誠実に実行してその結果に

責任をもつこと」として広がる。全体として、物事の善悪について的確に判断し、自ら正しいと信じ

るところに従って主体的に行動することと、自由を大切にするとともに、それに伴う自律性や責任を

自覚することに関する内容項目である。 

人間は誰もが弱い心をもっている。だからこそ、自分自身で善悪の判断をすることが重要である。

自己の欲望や他者の命令などに依存せず、自らの意思で立てた規範に従って行動することが自律であ

る。もし、仮に善悪の判断を誤った場合でも、その事実を認め、自身の言動を改める勇気をもつこと

がよりよい生き方の第一歩だと考える。 

指導に当たっては、積極的に行うべきよいことと、人間としてしてはならないことを正しく区別で

きる判断力を養うことが大切である。また、よいと思ったことができたときのすがすがしい気持ちを

思い起こさせ、自分から進んでよいことができる意欲と態度を育てるようにする。また、身近な事例

を踏まえ、人としてしてはならないことをしないことについては一貫した方針をもち、毅然とした態

度で指導していくようにする。 

 

（２） これまでの学習状況及び児童の実態について 

 本学級の児童は、穏やかで優しい児童が多い。係や当番、班活動のリーダーを決める時は話合いを

通して自然と互いに譲り合いをして決定できる。意見がぶつかり合って揉めることは少ない反面、周

りに合わせて本当に自分が思っていることを表に出さない児童も少なくない。また、よいと思うこと

を自分から進んで行動に移すことが難しかったり、つい自己の欲望に負けて正しくないことをしてし

まったりする児童もいる。 

児童はこれまでに、道徳の授業において自分の気持ちや考えを伝え合えるように、役割演技やペア

での話合い活動を経験してきた。１年生では「うんどうぐつ」の教材において、「自分だったらどう

するか」の視点で登場人物の立場に置き換えて話合いをした。また、２年生の１学期には、「メイと

ケンプ」の教材において登場人物の会話文を考え、良心に従ってよいことを行おうとする場面につい

て役割演技をして学習をしてきた。発言に消極的だった児童が新学期に比べて、だんだん自分から発
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表できるようになってきている。しかし、まだ恥ずかしさや不安、自信のなさが邪魔をして引っ込み

思案になり、本音で語れない児童もいる。集団生活の中において、自分がよいと思うことを進んで行

おうとする判断力を育成するために、児童に「善悪の判断、自律、自由と責任」について、以下のよ

うなアンケートを実施した。 

 

「善悪の判断、自律、自由と責任」に関する意識調査（実施日 平成３０年９月 ３４名回答） 

 

①    人として、してはならないことはどんなことですか。 

    ・人を傷つけること  ・ものをかくすこと   ・盗むこと 

    ・暴力        ・いじめ        ・犯罪 

    ・嘘をつかない    ・ルールを守らないこと 

    ・悪口を言うこと 

②   じぶんはよいことと、わるいことがわかっているとおもいますか。 

はい ３１名   いいえ ３名 

③   じぶんはいつでもよいことを考えてこうどうできていますか。 

はい ２５名   いいえ ９名 

④    よいことをしたことがありますか。    

はい ３３名   いいえ １名 

⑤    どんなことですか。 

    ・ダメなことをしている友だちに「ダメ」と言った。 

・ものを拾ってあげた。 

・ごみをきれいにした。               

・友達を保健室に連れて行った。 

・友達にやさしくしてあげた。           

・お母さんの手伝いをした。 

・決め事をしていたときに譲ってあげた。       

⑥   それは、なぜですか。 

・注意すればだめなことだと分かるから。   ・困った人をあまり見かけないから。 

      ・気持ちよく過ごせるから。          

      ・友達が喜んでくれるから。        

⑦   そのときはどんな気もちでしたか。 

・よい気持ち。よかった。         ・心がポカポカした。 

      ・嬉しい。自分も嬉しいな。     ・ほっとした。 

      ・褒められるかな。        ・スッキリした。 

⑧   悪いと分かっていてもついやってしまったことはありますか。   

はい ２７名   いいえ ７名 

⑨   どんなことですか。 

・消しゴムのかすを床に捨ててしまうこと。 

・廊下でおにごっこをして走ってしまった。 

・階段を走ってしまった。 

・悪口を言ってしまった。悪い言葉遣いをした。 
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・嘘をついてしまった。 

          ・自分がいけないのに人のせいにしてしまった。 

          ・友達に蹴ったりたたいたりしてしまった。 

          ・やり返しをしてしまった。 

          ・話を聞かないで友達としゃべってしまった。 

          ・友達の作品を触ってしまった。 

 

⑩   それはなぜですか。 

    ・めんどくさいから。 

    ・一人ぼっちがいやだから。みんなもやっているから。 

・がまんできなかったから。 

・怒られたくないから。怒られると思ったから。 

・ついイライラしてしまったから。 

・ついふざけてしまったから。 

・触りたいからつい触ってしまった。 

・ストレスがたまっていたから。 

・けんかをしていたから。 

 

⑪   そのときはどんな気もちでしたか。 

    ・悪いことなのに。      ・やってしまった。 

    ・一人じゃないからいいや。  ・わざとじゃないし、楽しいからいいや。 

 

アンケート結果から、本学級の児童は、ほとんどの児童がよいことをしたことがあるが、自分自身

の行為よりも、誰かのために何かをするということがよいことだという認識が強いことが分かった。

また、よいことをすれば、母親や教師に褒めてもらえるからという理由を期待している児童も少なく

ない。しかしながら、やはり悪いと分かっていてもつい悪い行いをしてしまう児童は多い。また、人

としてしてはならないことが何かは理解しており、自分がよいことと悪いことの区別がついていると

いう認識の児童が多い。しかし、ほとんどの児童がつい悪いことをしてしまった経験があることから、

行動につながらずに自分自身の弱い心に負けてしまう実態が顕著に表れている。そこで、本時では、

主人公の弱い心と良心の対立的な心の内を自分事として捉えられるように深く考えさせたい。そして

集団生活の中で自信をもってよいことと悪いことが区別できる判断力を養い、行おうとする態度をさ

らに身に付けていきたい。 

 

（３） 教材の特質や活用方法について 

 本教材は、図工が大好きでいつも仲良しのゆり子とみさが言い合いをしてしまった場面から始まる。

ゆり子は、みさのきらきら色紙を隠してしまう。図工の時間に困っているみさを見ているゆり子のむ

ねはドキドキと音を立てていた。しばらくして、みさは見事な色とりどりのクジャクの作品を作り上

げた。ゆみさの出来上がった作品を見たゆり子はみさに謝り、打ち明けようとする話である。これま

での教材のように、第三者の言動を受けて自分がどう関わるか善悪の判断をするのではなく、本教材

はゆり子自身の行いに対してどうすべきなのか心の内に葛藤があり、自分自身の心の問題に直面する

話である。本学級の児童の実態を受け、主に次の場面を中心に話し合うことにする。 
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① ゆり子がみさの自慢を聞いた場面。 

ここでは、言い合いがもとになり、意地悪な気持ちでみさを見ているゆり子の思いに共感させる。 

② みさの作った七色のクジャクの作品をゆり子が見た場面。 

ここでは、作品を作り上げたみさの凄さに感心しながらも、みさのきらきら色紙を隠してしまっ

た自分の良心と弱い心の葛藤を実感させる。 

③ ゆり子があやまろうとする場面。 

ここでは、ゆり子がなぜあやまろうとしたのか、その根拠を考えさせるようにする。 

     以上の理由から、本主題を設定した。 

 

４ 新和小学校の研究テーマとの関わり 

自己の生き方についての考えを深め、よりよく生きようとする児童の育成 

～仲間と共に高め合い、豊かな心を育てる道徳教育～ 

 

＜仮説１＞ 

 「読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習」「問題解決的な学習」「体験的な学習」等、多様な方法

で指導を行い、自分の考えを他者と伝え合う活動などを充実させ、児童が主体的に学ぶ授業を実践し、道徳ノ

ートの活用、児童の変容が見取れる評価の工夫をすれば、物事を多面的・多角的に考え、ねらいとする道徳的

価値にせまることができ、児童の豊かな心を育むことができるであろう。 

                          

 

 仮説１に迫る手立てとして、役割演技を通して主人公の心の葛藤を実感させるようにする。また、主人公自

身の良心と弱い心の両者の立場を体験させ、多面的・多角的な考えにつなげる。さらに、心情円を使うことで、

自分の考える心の葛藤について視覚化して表現をし、主体的な学びの工夫を図る。そして、自分の考えと他者

の考えとの比較を容易にできるようにする。また、話合いを通し、友達との意見と比べて、再度心情円で表す

ことによって自分の心の変容を視覚化し、ねらいとする道徳価値に迫らせたい。 

 

＜仮説２＞ 

 学んだことの振り返りが常時できる道徳環境の整備、他教科との指導の関連、仲間と共に高め合う場面の設

定、家族との関連を図れば、児童の道徳性を養うことができ、児童の豊かな心を育むことができるであろう。 

 

 

 仮説２に迫る手立てとして、道徳の授業の足跡として学習内容や板書の写真を教室に掲示して、いつでも児

童の目に触れられるようにする。週に一度の大切な道徳科の学習が掲示物を通してより身近に感じることがで

きれば、他教科との指導の関連や教育活動全体を通じて行う道徳教育にも生かすことができると考える。また、

学級通信でクラスの道徳的価値が高まった様子を保護者に伝え、連携を図るようにする。 

 

５ 展開 

（１） 新和７（セブン）※学習指導要領 指導方法の工夫より 

イ発問の工夫 

「なぜ～だろう」という分析的な発問をすることで、主人公を客観的に見て、主人公の心情や考えを明

らかにし、多面的な思考へつなげられるようにする。ゆり子がみさへ謝ろうと考えた根拠を考えさせて

ねらいとする道徳的価値へ迫っていくようにする。 
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オ動作化、役割演技など表現活動の工夫 

心情円を使うことで自分事として考えを深め、心の動きを視覚化させて他者との違いに気づくことがで

きるようにする。また、役割演技を通して互いの考え方や感じ方を伝え合い、他者理解をしながら自己

理解を深められるようにする。 

 

（２）学習指導過程 

段階 学習活動・主な発問 ・予想される児童の発言 ・指導上の留意点 ☆評価の視点 ◆新和７（セブン） 時間 

導 

入 

１ アンケートの結果を

見て、自分の生活を

思い起こす。 

 ・悪いと分かっていて

もついやってしまう

場面について 

  考える。 

・廊下を走ってしまった。 

・嫌な言葉遣いをしてしま

った。 

・嘘をついてしまった。 

・身近な出来事を想起させ、ねらいとする

道徳的価値に迫り、課題意識をもたせて

学習の方向性を確認する。 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 教材について条件・

情況を知る。 

 

 

 

 

３ 教材「七色のクジャ

ク」の読み聞かせを

聞き、ゆり子の心の

変化を中心に話し合

う。 

（Ｐ１６下段１行目ま

で） 

 

（１） どんな思いでゆり

子はみさをじっと

見つめていたので

しょうか。 

補隠すことはよいこ

とでしょうか。 

補なぜゆり子はきら

きら色紙をかくし

てしまったのでし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・イライラ。 

・おもしろくない。 

・うらやましい。いいな。 

・困らせてやろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教材は結末がわからないようにするため、

最後まで読み聞かせをしない。 

・本当は仲のよい二人がけんかをしてしま

った情況をおさえる。 

 

 

 

 

・羨ましさから相手を困らせてやろうとい

う気持ちが働いていることに気づかせ

る。 

・隠すことは悪いことであることをおさえ、

その上で隠してしまったゆり子の心情を

考えさせるようにする。 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課題 よいことをするためにはどんなこころがひつようだろう？ 

【登場人物】ゆり子（主人公） みさ 

【条件・情況】 

・ゆり子とみさは図工が好きで仲良しだが言い合いをしてしまった。 

・ゆり子はみさのきらきら色紙を隠し、むねがドキドキ音を立てていた。 

・みさは困りながらもきれいなクジャクの作品を作り上げた。 
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展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） ゆり子はどんな気

持ちでできあがっ

たクジャクを見つ

めていたのでしょ

うか。 

 補自分がみさだったら

どう思うでしょう

か。 

補怒られなければもの

を隠してもよいので

しょうか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 教材の後半の読み聞 

かせを聞く。 

  （Ｐ１６下段２行目か

ら最後まで） 

 

・なぜゆり子はあやま

ろうと考えたのでし

ょう。 

 

補あなたがゆり子な 

ら、みさに何と声を 

かけますか。 

「みさちゃん、ごめん 

なさい。きらきら色 

紙は、わたしが・・・。」 

補謝ってみてどう感じ

ましたか。 

補謝ってもらってどう

感じましたか。 

良心 

・【謝罪】悪いことをした 

から謝らなきゃ。 

・【後悔】隠さなければよ 

かった。 

・【反省】みさに、かわい 

そうなことをし 

た。 

・【自律】かくすことはい 

けない。 

心の弱さ 

・【弱気】今さら本当のこ 

とは言えない。 

・【隠滅】だまっていれば 

バレない。 

・【開き直り】仕方ない。 

・【他律】怒られる。 

 

心情円 

ピンク→良心   謝る 

水色 →心の弱さ 謝ら

ない 

 

 

 

 

 

 

・心がすっきりするから。 

・悪い心の自分のままが嫌

だったから。 

 

・隠してしまったの。 

・本当にごめんなさい。 

・もう絶対にこんなことは

しないよ。 

・許して。 

 

・謝ってよかった。 

 

・安心した。嬉しかった。 

  

◆オ動作化、役割演技など表現活動の工夫 

・むねがドキドキと音を立てていた時の心

情と重ねて考えさせるようにする。 

・心情円を使い、ペアで話合いをさせ、多

様な考えを引き出す。 

・みさの立場に視点を変えて、色紙がなく

て悲しい気持ちや困っている様子を想像

させて相手の気持ちを考えさせるように

する。 

・ペアで良心の役と弱い心の役に分かれて

役割演技をして両方の視点の立場からゆ

り子の気持ちを考えさせ、本音を出させ

るようにする。 

・「怒られる」という他律的な考えではなく、

自律的な考えに引き延ばせるようにす

る。 

・話合いをした後、もう一度心情円を使い、

変容がある場合はそれに気づかせる。 

☆主人公に投影しながら考え、話合いをし

ている。 

 

 

 

・ゆり子は自分の過ちを認め、自分からみ

さへあやまろうとした行動をおさえる。 

 

 

 

◆イ発問の工夫 

・根拠を考えさせて、ワークシートに書き、

伝えるようにする。 

 

・みさに謝罪した時のゆり子の言葉の続き

を考えさせるようにする。 

 

 

 

 

・ペアで両者それぞれの立場でどんな気持

ちになるかを実感させるようにする。 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

12 
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展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 

末 

 

補よいことをするため 

にはどんなこころ

がひつようでしょ

うか。 

 

 

５ 今までの自分自身を 

振り返り、学んだこ 

とをもとによりよい 

生き方を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 教師の説話を聞く。 

 

・つよい心 

・よいかわるいか考える力 

・すっきりする心 

・弱い心にまけない心 

 

 

・自分の弱い心に打ち勝つ

強い心で よいことを

することが大切だ。 

・だめなことはぜったいに

しない。 

・人に言われてからではな

くて、考えて自分から行

動する。 

・本当によいかわるいかよ

く考えて行動する。 

・モヤモヤな心のままにし

ない 

 

 

 

 

 

 

 

・課題に立ち戻り、道徳的価値に迫れるよ

うにする。 

・書く活動を取り入れ、自分自身をじっく

りと見つめさせることによって、ねらい

とする道徳的価値についての自覚を深め

させるようにする。 

 

☆これまでの自分を振り返りながら人とし

てしてはいけないことを理解して、よい

ことをすすんで行う意義を考えている。 

 

 

 

 

 

・ねらいとする価値への意欲付けを図る。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 
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６ 他の教育活動との関連 

 

事前指導  

 

 

 

 

 

 

道徳科  

 

 

 

 

 

 

事後指導 

（９月 学級活動） 

・夏休みの作品の正しい

鑑賞の仕方について

話し合った。 

（６月）  

主題名「正しいと思うことをする」 

教材名「メイとケンプ」 

・よいことと悪いことを区別し、良心に

従ってよいことを進んで行おうとす

る態度を育てる。 

（１１月 生活科） 

・おもちゃづくりをして

１年生を招待し、一緒

に遊ぶ際に安全な遊び

方の決まりを話し合

う。 

（９月 生活科） 

・町探検において、探検

の約束を守り、仲間と

一緒にお店の人やお

客さんに迷惑になら

ない行動について話

し合った。 

（１０月） 

主題名「あやまるときはゆう気がいるね」 

教材名「七色のクジャク」 

・人としてしてはいけないことを理解

し、よいと思うことを進んでするとい

う判断力を育てる。 

（１２月 体育） 

・シュートゲームをする

時に安全に気を付けて

仲間と楽しむための方

法を考え、チームのめ

あてを話し合う。 

 （３月） 

主題名「正しいことをつたえるために」 

教材名「みんなのニュースがかり」 

・過ちを認め、自分がよいと思うことを

進んで行おうとする実践意欲を育て

る。 

家庭との連携 

 ・学年通信や学級通信や学校公開、懇談会などを通して

クラスの様子を伝える。課題や良さを知らせ、共に見

守ってもらうようにする。 

 

 

７ 評価の視点 【物事を多面的・多角的に考えている様子】  

         ・主人公に自分を投影しながら考え、話し合っている。 

        【道徳的価値についての理解を自分との関わりで深めている様子】 

         ・自分の生活を振り返り、人としてしてはいけないことを理解し、よいと思うことを進ん

でしようとする意欲を高めている。 

 

 

 

 

 



小低‐９ 

 

 

８ 板書計画 

 

  だい２１回 どうとく 

七色のクジャク   

    ゆり子  みさ    よいことをするためには、どんなこころがひつようだろう？ 

      なかよし 

      いいあい       

              わるいこと                よいこと 

              かくした                 かくさない 

                                   ごめんね 

              よわいこころ                よいこころ 

                      

            いまさら言えない      あやまらなきゃ 

             バレない      わるいことをした 

             しかたない         かわいそう 

             おこられる               かくすことはいけない 

                       まずい 

                      どうしよう 

                       ドキドキ 

よわいこころに

まけないこころ 

つよいこころ 



小低‐１０ 

 

教材吟味表 

 

【教材名・出典】「七色のクジャク」（出典「彩の国の道徳」（低学年『きょうもげんきに』） 

【スタートの条件・情況（登場人物等）】（主人公 ゆり子） 

・みさとゆり子は図工が大好きで、いつもは仲の良い二人は言い合いをしてしまった。 

・気に入った図工の材料が見つからないゆり子はみさの声を聞き、きらきら色紙を隠してしまった。 

 
【話題につなげたい場面や気持ちの変化、キーワードや話合いの柱など】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ねらいとする人間像・内容項目[Ａ 善悪の判断、自律、自由と責任]】 

・ゆり子に自分を重ねて考え、話し合うことを通して、人としてしてはいけないことを理解し、よいと思うこ

とを進んでしようとする児童。 

 

 

今日図工の時間のどうぶつ作りで使う材料が見つからなかったゆり子。 

「このきらきら色紙いいでしょう。」みさの声が聞こえる。 

ゆり子はそちらの方をじっと見つめていた。   

                       

              ↓ 

教室にもどったみさは「わたしのきらきら色紙がない。」と叫んだ。 

みんなで探すが、見つからなかった。 

どうぶつ作りが始まってもみさとゆり子の手は止まったまま。 

「ああ、あの色紙がないと、七色のきらきらができない。」 

みさは、泣きそうになりながらも材料を広げて必死に考えていた。 

ゆり子のむねは、ドキドキと音を立てていました。 

              ↓ 

みさの手に七色のクジャクがいた。 

色とりどりの羽は、つつみ紙を細かく作ってあり、とても見事。 

ゆり子はそのクジャクを見つめていました。 

 

 

 

 

 

 

               ↓ 

ゆり子はくちびるをかみしめ、みさの方へと歩き出した。 

「みさちゃん、ごめんなさい。きらきら色紙は、わたしが・・・。」 

ゆり子が机の中からきらきら色紙を出して、みさに返そうとする。 

⇒先生がゆり子のかたに手をおいて、にこっとわらった。 

 

 

かくした 

休み時間 

図工の時間 

図工の時間 

が終わる頃 

次の 

休み時間 

どんな思

いでゆり

子はみさ

を見つめ

ていたの

だろう。 

ゆり子は

どんな気

持ちなの

だろう。 

なぜあや

まろうと

考えたの

か。 

＜弱い心＞ 

  バレない。 

  今さら言えない。 

  しかたない。 

  おこられる。 

＜よい心＞ 

あやまらなくちゃ。 

隠さなければ良かった。 

かわいそう。 

悪いことをした。 

課題 よいことをするためには、どんなこころがひつようだろう。 

 

よわいこころにまけないこころ  つよいこころ 

よいことをするためにひつようなこころ 

イライラ・いいな・ずるい・困らせてやろう 

どうしよう・かわいそうなことをした 

だまっていようか・今さら言えない 

すごい・わたしはちっぽけだ 

あやまった 


